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【議事録】
文化財保護センター所長：ただ今より、第３回文化財審議会を始めます。まず、初めに教育長よりあいさつをいただきます。
教育長：先日、美濃焼ミュージアムと陶磁器意匠研究所と文化財保護センターが一同に集まり、展示機能のある施設の将来的な集約化に関する意見交換をした。その中で、例えば、美濃焼ミュージアムと文化財保護センターとは親和性が高いから、施設として合体させるような方向性ってどうだろうかという意見も出た。また、意匠研究所の建物がだいぶ老朽化してきており、歴史とか文化とか、あるいは人材育成とか、そんなものを担う総合的な施設ができないだろうかとか、今は自由にいろいろ意見を出し合うという前提だったので、いろいろな意見が出た。ただ、いずれにしても、旭ケ丘でせっかくいい企画展をやっても、現在の文化財保護センターは、地理的に非常にわかりにくいし、車でしか行けないという現状もあり、これからもその場所で続けていくのは、心配になりました。もちろん、来年、再来年にすぐやるということではないので、もう少し長期的に見ての考えもあるが、かといって、そんなに現実味のない話でもないことから、私もこれからちょっと具体的にどういうやり方が一番いいのかなということも考えながら関わっていきたいと思う。いずれ文化財審議会委員の皆様方の意見を聞く機会もつくらせてもらう。
もうあと一つは、今日の資料にも出ているが、すぐ目の前の新庁舎の建設予定地の埋蔵文化財発掘調査がだいぶ進んできた。今まで発掘を進めていろいろな出土品が出てきているが、中世の火縄銃の弾が出土し、関ヶ原の戦いの前後とか推測される中で、歴史にロマンを語るというのがあまり適切かどうかわからないが、そういう観点からいくと、いろいろな推理がまた今後展開される可能性があるなということも思った。ここの発掘調査の発表会みたいなものはまた改めて実施させていただくので、その辺もぜひ楽しみにしていただきたい。いずれにしても、1年間本当にお世話になりました。また、新年度もお世話になると思いますので、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。
[bookmark: _Hlk232082376]文化財保護センター所長：ありがとうございました。続きまして、会長より挨拶をお願いいたします。
会長：皆さん、こんにちは。先日、明和幼稚園が今年で閉園になるということで、地域の代表として私が挨拶をした。明和幼稚園は48年の歴史があるということだが、ちょうどその幼稚園が開園した頃、私も明和団地に住んで、娘もその年に幼稚園に通った。
あの頃の幼稚園は、年中と年長の２年制だったと思いますが、そんなことをちょっと思い出した。明和幼稚園は、後利用の予定が決まっていないとのこと。ああいう地域と結びついた施設がなくなるということは寂しい。
特に思い出として残っていることは、明和町ができた時には、明和祭りというお祭りを郡上に負けない祭りにしよう。そして、観光バスが来るような祭りにしようと盛り上がっていた。私もお祭りの実行委員会に参画していたことを覚えています。
明和祭りは、5年ぐらい続いたと思う。明和音頭を作曲し、振り付けを作り、明和の民謡グループに教えて、みんなで踊ったというのがスタートであった。コロナ以降、お祭りを再開することができない時期が続き、その祭りの参加者が年々高齢化してきた。そこで、明和幼稚園に参加のお願いをしたところ、幼稚園の先生たちがみんな祭りに参加してくれ、それから明和地域以外の子どもたちも来てくれ、子どもの盆踊りの時間には幼稚園の先生がみんな子どもたちの間に入って踊っていた。もちろん幼稚園でも盆踊り大会をやるようですけれども、その踊りを地域へ来てまたやってくれて、その後ろに地域の子どもたちや大人がついて踊ったということを思い出しながら、明和幼稚園は、地域の文化の核になっていたなあと改めて思った。
明日は、根本めぐりが予定されており、私たちは根本めぐりに行くが、根本小学校へ、つい先日、下見に行ったら、ここに移築した例の古墳があるという看板の整備がしてあったので見てきた。ぜひ、少し看板をメンバーに見せてから高根山へ登ってこよう、そんなことを思っているところ。あちこちで春が来て、いろいろ動き回っているわけであるが、そんな中、文化のことにちょっと触れるような機会が市民の方にも増えるといいなと思う。ほとんどどこかへ消えてしまっていた根本の古墳の遺跡が、日の目を見るようになったという大変うれしいニュースを想いながら、明日は歩きたいと思っている。
文化財保護センター所長：ありがとうございました。次第の4でございます。議事録署名者の決定ということでございますが、委員の中から順番でお願いしておりますので、今回は福島委員と長谷川委員にお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。
なお、本日の審議会、黒田委員と加藤委員と長瀬委員よりご欠席の連絡をいただいております。多治見市文化財保護条例の第17条の規定によりまして、委員の過半数の出席10名のところを7名の委員の方の出席がありますので、審議会が成立していることを報告いたします。
それでは、議事の進行を会長、よろしくお願いします。

指定文化財の審議については非公開

会長：次に報告事項のアから順番に事務局より説明願う。
事務局：5ページをご覧ください。第1回目の審議会でも説明させていたが、永泉寺のイチョウの剪定工事が終了したので、ご報告させていただく。永泉寺のイチョウの剪定工事は、多治見市の補助事業で145万2000円の事業費であった。市から補助対象事業費の4分の3補助ということで実施した。事業の方は7月15日から3月15日で完了した。
主な工事内容は、事前調査と施肥及び樹木剪定で、発注者は永泉寺、受注者は市内業者であった。写真では、剪定前の昨年の7月の状態は、幹の左側は葉が少なく、右の幹の方は旺盛に茂っているというよう極端な状況であった。その後、落葉し、3月に資料の写真ように樹木の剪定をして完了となった。今後また経過を観察しながら見守っていきたい。
会長：このことについて、委員の皆さん、何か質問はありますか。ないようですので、次お願いします。
事務局：6ページから10ページに亘り、カワニナ生息数調査の結果について、いろいろな統計データが載せてある。当市の天然記念物の北小木のホタル調査の一環として、ホタルの幼虫の餌であるカワニナの生息数調査を毎年行っている。今年度は11月5日に行った。参加者は一般参加のボランティアを含む12名で、北小木川の上流下流と、支流である神明洞川の3班に分け、全14地点で調査をした。調査地点付近で川底に50センチ角のアルミの枠を設置し、この枠の中のカワニナをすくい上げ、バットに並べて数を計測した。結果から申し上げると、昨年より約3割、カワニナの数は少なかった。したがって、カワニナの数が少ないということは、ホタルの発生も若干、今夏は昨年より少なくなるのではないかなという予測をしいる。7ページ目に行くと、調査開始年度から現在までの、各地点のカワニナ発生数の推移ということで、令和7年度は合計489であった。昨年度の662と比較すると少なかった。グラフには、それぞれの地点のカワニナ発生数が示されている。9ページ目に行くと、資料3で、カワニナの体長別個体数が示されているが、この中で5ミリ以上10ミリ未満の個体数が増えている。10ミリから15ミリ未満と15ミリから20ミリ未満のところは数が減っていることから、小さいカワニナが増えてきたということがこの統計データから読み取れる。
最後のペーシに行きますと、平成6年度から令和7年度までの各年度の平均個体数、カワニナ数、カワニナの平均体長、それからホタルの生息数というグラフになっている。また、次年度の6月からはホタル調査が始まるので、経過を観察しながら、ホタルの保護に努めていきたいと思う。以上です。
会長：お手元に配布されている「自然と人の文化」の中に、カワニナ生息数調査の様子の写真もある。アルミの枠は、できるだけカワニナのたくさんいるところを選んで置いている。採取をしてバットで泥に入っているカワニナを選り分けて、選り分けたカワニナ１匹１匹は何ミリかの調査測定をした記録が、今のまとめたものである。
今のところで質問はないか。また、毎年6月には、ホタル調査が行われるが、このホタル発生数とカワニナの調査数が意外と関連しているというような結果がでている。
ここまでで、質問はないか、では、次の報告へ進みたいと思う。
事務局：11ページをご覧ください。埋蔵文化財は、文化振興事業団の埋蔵文化財発掘調査室に業務委託をしている。今年の不動産業者等からの埋蔵文化財包蔵地確認の問い合わせ数は、令和7年度は3月19日現在で803件と非常に増えている。また、試掘調査、個人住宅本発掘件数である。個人住宅の発掘はなく、試掘が令和7年度は15件、それとは別に工事立ち合いが10件あったため、昨年度と比べ今年は少し多い状況である。
次の②番は、本発掘調査と整理作業等の状況である。先ほど教育長の方からもお話があったが、七ツ塚遺跡の本発掘調査を昨年の11月から実施しており、4月の下旬に終了予定で進んでいる。おおよそ予定どおりである。今、おおむね60％程度と書いてあるが、だいぶ掘り進んでいまして、80%ぐらいまでいっているなというところ。
主な出土品は、縄文時代の石斧が何個か出土しているのと、あと中世の中国陶磁器の破片、それから先ほどもお話があったが、火縄銃の弾が3個出土した。関ヶ原の香りがするような楽しいものが出てきている。
全体的に見て出土品は非常に少ないようであり、あと遺構が近代の溝ぐらいしか、今のところ確認ができていないので、ここではない七ツ塚の別の箇所で発掘したときのように、例えば住居の跡が出たとか、そういうことが今のところはないという状況。
4月25日（土）の午後に現場説明会を開催する。また案内をお送りするので、ぜひとも見に来ていただきたい。
次の（2）です。現在、団体と契約し、高田長湫の9号、10号の調査報告書の作成をしております。令和6年度から着手してきましたが、来年度完成する予定でおります。
また、国庫補助の事業としては、7年度には当初の計画を変更し、笠原の権現遺跡で以前出土していました木製品の保存処理を行いました。これは中世の木杭10本と中世の櫛を保存処理しました。ちなみにこの木杭ですけれども、種類も見ていただいたところ、松が8本であった。普通は、松が多いのかと保存処理をしていただいた業者に尋ねたところ、用水路に使うような杭は、その辺にある木を使うから地域性がすごく出るというふうに教えていただいて、多治見は、松が多かったなということがわかった。
この保存処理をしたものについては、展示しやすい状態になったので、また展示公開をしていく予定。令和8年度も権現遺跡の出土品が中心であるが、木製品の保存処理を行う。また、国庫補助の事業として池田城跡の測量調査を行う。
こちらに今入っていないが、国庫補助とは別で、現在、使っている詳細遺跡地図であるが、平成30年度に新しくしたものであるが、これを来年度は新しい情報を入れて、印刷をする予定である。埋蔵文化財関係は以上である。
会長：ありがとうございます。今のところで、何か質問はないか。
委員：令和8年度の遺跡測量として池田城があるが、最近、市民団体で確認したのが、北丘町に古墳が１基、低い山の中腹に見つかった。それと根本城に関連する遺構だと思うが、2ｍ前後の石が等間隔にずっと並んでおり、何のために並んでいるのかさっぱりわからない。多分人工的に運んだものと思われるが、その２点、文化財保護センターも人員が足りない中大変だと思うが、地元の人と一緒に調査していただけたらありがたい。
会長：ありがとうございました。それでは次に進める。
事務局：12ページをご覧ください。普及啓発についてである。企画展について、3月23日現在では、令和7年度の入館者数862人であった。意外ではあったが、現在開催中の「神仏習合と里山伏」という企画展は、全国から多数の入館者が訪れている。2月2日から始めて、2月だけで197人と今までになかったペースを記録している。この調子で情報発信して、大勢の方に来ていただけるように努めていきたい。この「神仏習合と里山伏」の関連講座として、長滝白山神社の若宮多門さんを講師に招き、5月23日に講演会を行う。また、こちらもご案内させていただくので、お時間ある先生方はぜひとも足を運んでいただきたい。
つづいて、13ページ、令和8年度前期の企画展について、7月21日から12月18日までの会期で「酒を造る」という企画展を予定している。多治見の地域を中心に、江戸時代から現在まで続く酒蔵について紹介していく。出稼ぎ雇用、酒蔵の風習や信仰、職人の方々が発する酒蔵に関する言語、そういったところの民俗文化としての酒造りをクローズアップし、酒造技術や工程、発酵の美しさを紹介する。会期中には酒蔵の方を講師に迎え、親子を対象にお酒にまつわるワークショップを開催する予定。
主な展示品は酒造道具を各蔵からお借りするほか、古文書資料とお酒にまつわる古代から現代までの土の造形を展示したい。（現在、明治、大正、昭和の酒蔵、昔から現在までで5蔵であるが、どのように貢献してきたであるとか）、現在ある5つの蔵の方にご協力いただき、聞き取り調査などを行っていく。そういったものを映像と文字で紹介する予定。
また、中学生までの子供と大人のペアを対象に、「おさけのかおりとてざわり」というワークショップを開催する。お酒を官能評価するときの香りの試薬というのをお借りする予定。その香りを嗅ぐと、これは吟醸香がするねとか、バラの香りがするねという、そういう試薬を何種類か展示室でどなたでも体験できるようなコーナーを作りたいと思っている。
会長：ということですけれども、次お願いします。
事務局：14ページの地域や学校との連携については、今年度は学校への出前授業が6件あった。今年度、名古屋市博物館が休館している関係で、名古屋市の小学校から昔のくらしの授業の依頼が2件あった。
このほか、駅北庁舎の展示の入れ替えや「陶器商の蔵」の展示が、現在もまだ陶都創造館で移動展として開催している。
先ほど会長からのお話にもあったが、文化財解説看板の設置についてということで、今年度新設が1件、根本小学校の敷地内に設置した。この古墳はもともと北丘にあった古墳を、根本小学校ができた際、移築された。
もともと北丘2号墳であろうということで、では看板を建てようかということになった。令和7年度に入り、古墳の周りの木の伐採や、古墳のことを調べるために報告書を見たり、当時の覚えのある元市職員にお聞きしたりしながら進めていたら、実は北丘古墳群は3、４、5号が他にもありまして、2号を先に発掘をしていたが、3、4、5号がブレンドした形で移築されていた。報告書を見ながら、石と石を合わせながら、計りながら、学芸員とこれかなあ、こっち向きかなあと現地で調査しましたところ、結論として3、4、5号のブレンドであるということがわかりました。
ただ、やはり学校の教材として使っていただけるものだということで、何か看板を立てて活用したいなという気持ちもあり、解説看板を立てております。
解説看板は、来年度は小名田白山神社窯のところに一つ立てたいというのと、ちょっと午前中に陶人舎窯を久しぶりに見に行きましたら、看板が非常に薄れていたので、その辺もきれいにしたいなというふうに来年度は計画している。
事務局：15ページの資料の収集と活用については、令和7年度寄附資料は非常に多く、22件で、点数としては2000点を超える寄付資料がございました。中でもちょっと珍しいものが、まず佐分利利成さん、以前上絵付の無形文化財保持者であった方の作品を遺族の方から10点以上いただきました。
それから工業高校の甄舎の作品をいくつかいただいたのと、ものすごく珍しいのは、活動弁士の関連資料をいただいた。多治見で活動していらっしゃった弁士さんの子孫の方から、スピーカーや映写機なんかをいただき、また面白い歴史がわかったなというふうに思っている。
そういった資料をたくさんいただいたので、こういったものをまた今後活用していきたいと思う。収蔵品の貸し出しは、件数が7件で、長期貸し出しが5件。③番の「昔の道具体験しセット」は、セットの貸し出しが7件で、貸出先は小学校が中心であった。こちらの「昔の道具体験セット」であるが、いつも内容を紙で打ち出したものと、あとデータを学校の方にお送りいたしまして活用していただくようにしていたが、来年度、印刷費用が予算を通りましたので、このセットのカタログを本にしまして、お配りするような使い方もしていきたいと思う。
続いて、購入古陶器は、今年度は2件購入した。一つが陶製狛犬、写真にあるものの右側の「阿」の方を購入いたしました。こちらは永保寺にもともとあったものの片割れで、この写真の左側は、平成15年に火災になった際に救い出していたものになるが、このほどこの右側の「阿」の方が見つかりましたので購入した。
それからもう一つ、最近購入したものが、加藤五輔の染付けの花瓶である。こちらも箱書きに五輔焼とありまして、そういった文字の資料としても大変貴重なものなので、また活用したい。こちらの方は以上です。
会長：報告がありましたが、何かあるか。
委員：最近の多治見市文化財保護センターの企画展であるが、すごく面白くて、成果が出ていると感じる。「めぐる植物のかたち」は岐阜県博物館協会会長に評価されたと聞いており、その企画展の担当学芸員が博物館協会の機関誌に紹介の記事を書いているが、私もすごくいいなと思っている。こういう最近のテーマとか、あと「酒を造る」とかも、これまで調査できてなかった分野であり、市史編さんのときにもすごく役に立つテーマだなと思っている。企画展だけに留まらず、研究紀要とかホームページなど、何らか、あまり業務負担にならない形で記録や成果を公開し、いろんな調査研究している方や市民の方からアクセスして見てもらえるような状態で記録が残るといいなと思う。
事務局：ありがとうございます。
委員：細かい話ですけど、今回、紙がいつものではないのか。
事務局：急遽3月のイベントで配布するように作らせていただきまして、価格を抑えた上質紙です。
委員：意外と紙が変わるだけで、雰囲気も変わりますので、コート紙系は一番安いですが、現在陶芸美術館で使っている紙もだんだんと値段が落ちてきている。紙質によって雰囲気がガラっと変わってきますので、ちょっとデザインだけじゃなくて、そういうところにも目が向くといいと思う。
事務局：いつも現代陶芸美術館さんのチラシに憧れを持っており、今後もアドバイスをいただけたらと思う。
委員：土壌モノリスは、どのように採取して、どう展示するのか。
事務局：圃場を2ｍ×2.5ｍ四方の穴を1.5ｍ掘り下げる。そこに階段状のはしごを使って降り、1.5メートルの断面に接着剤を塗布して、そこに布を貼り付けて剥ぎ取ると、1メートルくらいの長さのタペストリー状の土壌を切り取ることができる。それを展示するまでにフレームに収めて鑑定をしてもらってというところで、1カ月ほどかかる予定である。それを展示して、お酒の完成形のイメージから、なかなかお米というのが想像しにくい部分があるかなと思うが、お酒の元はお米で、さらに土であるというところで、お米から酒までの流れを土壌モノリスで見せたい。
委員：最近、そういう学術的な部分ではなくて、こういうのをアート的に見せるっていうのもよくありますので、そういうところに力を注ぐと、全く違う客層につながるところもあると思う。
会長：それは土壌だけで、稲は関係ないのか、稲の根っこは入らない。
文化財保護センター所長：刈り取りが終わった後の圃場で実施する。
会長：そういう構図になると面白いなと思った。
事務局：そういうのがサンプル工場みたいなところで作れたらいいなと思ったりもする。
会長：面白いことを思いついたね。お酒の米作りの田んぼと、一般の田んぼは違うのか。
事務局：酒米づくりの生産者さんを増やしたいという思いを実現したいと考えた時に、これは土壌モノリスだと思った。
農研機構の先生が来られて、鑑定評価をしてくださるので、それが今後の栽培にも活用できるような、酒蔵さんとしても、ここの圃場の土壌はこうだから、こういうオーダーをして、こういう酒米を今度作ってほしいみたいな、より議論が高まっていくきっかけになるといいなと思う。ビジュアルとしても欲しいなと思う。
文化財保護センター所長：実際これをやるときにも、生産者の方々にも声をかけて、見学会みたいな形で行う。実際に見ていただいて、他の生産者さんが自分のところも分析してほしいというふうに広がっていくことも含めている。こういった取り組みも、国税局や酒蔵の方々がすごく応援してくださって成り立っている。かつてない大きな規模の企画になりそうだなというふうな感じで取り組んでいる。
委員：今年度に購入した加藤五輔の花瓶は、非常にいい作品だと思う。
大体この類いの品は、海外からの里帰りのものが多い中、今回は、箱があるということで極めてめずらしい。本当にこの写真ではわからないが、ものすごく細かく描かれている。これが明治の中頃だったと思うけれども、明治の初めに作った五輔の作品を並べると、非常に雰囲気の違いがよく分かる。比較の対象で観た作品がイギリスのヴィクトリア＆アルバート美術館に所蔵されている五輔の染付花瓶である。これは先月も行ってきたけれども、あそこに飾ってある同じものが文化財保護センターにも所蔵されている。そのクオリティよりはるかにいい作品が、今回購入した染付花瓶である。高いというのはその辺かと思っていて、細かいねと言っても、すごく細かく緻密であり、文化財保護センターは、本当にたくさん所蔵されている。
教育長：それぞれいくらで購入したのか。
事務局；狛犬は150万（税込み）で、染付花瓶は55万（税込み）である。
会長：ありがとうございました。では、次の多治見市史編さんについて説明願う。
事務局：16ページ。先日も準備委員会へ参加いただき、ありがとうございました。現在、4月1日に要綱制定に向けて準備を行っている。第1回の編纂委員会、編集部会を5月とアナウンスしているが、5月から6月の間と考えているので、開催時期は別途調整させていただく。
令和7年度中に既に一部の調査等を行っている。聞き取り調査、戦争体験と、あと集団就職について聞き取り調査を行っている。石造物調査、今日はお休みですけれども、黒田さんと3月の半ばに、笠原の方から開始した。なかなかこれは大変だなと、第1回目から思ったが、いろいろと工夫しながら少しずつ進めていきたい。
また、学校の資料調査であるが、各学校に資料ありますか、ないですかという調査を全小中学校に実施しており、それを受けて小泉小学校の方から開始している。こちらは学識経験者にご同行いただき、調査を実施した。それから、その他で、２の市史編さん室は北陵中学校の方に設置する。
先日、準備委員会で会議をさせていた学校である。8月に電話等インターネット等の工事する予定である。１の方の公文書の移動であるが、今の多治見市役所の本庁舎の地下に公文書の倉庫がありまして、そちらに全課の長期文書が保管されている。
その本庁舎がこちらの駅北の方にいずれ移転するということで、今、長期文書の整理を総務課が中心に行っている。7年度中に長期文書の中で各課が廃棄をしようというふうに決めたものが相当数ある。その廃棄文書に関して、市史編纂に活用できるものをより分けて、どうぞ持っていってくださいというような状況。中身を見ると、明治、大正、昭和、戦前のものも当然含まれており、合併する前の例えば小泉村とか、そういったものもある。
これを今後の歴史的公文書として保管をしていきたいというふうに思っているが、何を基準に保管したらいいかということを、今各地にお聞きしているところ。先日、飛騨市の方に行ってきて、飛騨市では公文書の整理をしているので、どんな基準で選別をしているのかというのをお聞きしてきたのと、あと、岐阜県の歴史資料館では、公文書の整理をしているので、こちらにもその基準等についてお聞きしている。それを受けて、8年度中には本庁にあります上記の廃棄をすると取り決めた長期文書をどういうふうに保管するのか、または何を廃棄するかということを考えて取り組んでいく。ですので、市史編纂の来年度のスケジュールの中に、この公文書というのがかなりの時間と作業量があるなというふうに考えている。また、第1回の編集部会等でいろいろ相談させていただきたいと思う。
会長：ありがとうございました。
委員：聞き取り調査、特に戦争体験、中学生や高校生が社会科の授業の中でそういうおじいさんやおばあさん含めた相当高齢者になるが、聞き取りをしたという記事を、時々新聞で見る。そういう活動の記録というか、そういうのを、センターの方もコピーしていただいて保存していくということが必要なのかなと思う。共同でやっていくということ。
会長：実際、語れる人がどんどん少なくなっている状況で、1年も早くやらなきゃいけないという状況だと思う。
なかなか大変なことがスタートしている。特に市役所の文書というのは、ちょっと私たちでは想像ができないが、大変だと思う。ありがとうございました。議事としては以上です。これまでで、聞いてみたいものは何かあるか。
よろしいですか。ありがとうございました。たくさんの内容でしたが、ありがとうございます。ではその他の次回の文化財審議会の日程についてお願いします。
事務局：7月24日金曜日13時半からまたこの会場で開催を考えているがどうか。
会長：新年度がスタートしないと、ちょっと考えられない部分があるが、一応、7月24日金曜日、午後1時半から今日の会場でということです。皆さんの年間行事、ここに入れておいてください。
会長：これをもって、第３回の文化財審議会を終了する。　

終了15時30分

